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第 I章 問題の所在と研究の目的
第 1節 小学校外国語活動の経緯と課題
近年,グローバル化が進み,多くの人々やモノ・カネが過去とは比べものにならないほ
どのスピー ドで国境を越えて移動するようになった。外務省領事事務局政策課によれば,
2016年における海外に滞在する邦人数の推移を見ると長期滞在者は859,994名,永住者数
は457,084名l)となっており,ここlo年間は増加の一途をたどっている。さらには,外国
人社員の採用をする日系企業の数も増加しており, 日本貿易振興機構 (ジェトロ)の調査
によれば,2015年度に外国人社員の採用をしている企業の割合は,日本の企業の44.4%に
のぼる2し また,2020年の東京オリンピック0パラリンピックの開催決定や,2016年度の
訪日外国人旅行者2,000万人の達成を記録し,更なる日本への外国人観光客の誘致を目指
すために観光庁より訪日外国人旅行者誘致の動向とインバウンド施策が発表された。これ
によれば,東京オリンピック・パラリンピックが開催される2020年に4,000万人の訪日外
国人旅行者誘致を政府・民間が一丸となり目指すことを明らかにしている3、 このような
グロー バル化の流れの中で, 日本国内において,子どもを取り巻く環境も大きく変化して
いる。今後は日本国内だけではなく,グローバルな環境においても,他の文化を理解しつ
つ,自らの意見もしっかりと伝えることができる人材の育成が, 日本の教育現場において
求められている。
現在,上述のグローバル化の流れをくみ, 日本の英語教育において,これまで以上に改
革が進んでいる。日本の公立の小学校における英語教育は,平成 10年の小学校学習指導要
領の改訂により「総合的な学習の時間」に全国の多くの小学校にて英語活動が行われ始め,
平成20年の小学校学習指導要領の改訂において,小学校第 5・6学年での外国語活動の設
置が決定した。そして,平成23年度より公立小学校にて新しい小学校学習指導要領が全面
実施され,第5・6学年において年間で35単位時間の外国語活動が教科ではなく,領域と
して必修のものとなった。
現行の学習指導要領での公立小学校における外国語活動は「外国語を通じて,言語や文
化について体験的に理解を深め,積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成
を図り,外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら,コミュニケーション能力の
素地を養う」。ことを目標として取組まれてきた。日標から読み取れるように①外国語を
通じて,言語や文化について体験的に理解を深める,②外国語を通じて,積極的なコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図る,③外国語を通じて,外国語の音声や基本
的な表現に慣れ親しませる,という二つの考えを柱にし,体験的に外国語に慣れ親しませ,
中学校・高等学校での英語科での学習に繋げるための素地を養うことを目指している 5ゝ
また,「外国語活動」という名前の通り,授業では「活動」を通して体験的に学ぶというこ
とが重視されている。これは,小学校から英語の文字や文法等を指導することによって,
児童に過度の学習負担がかかり,小学校で英語嫌いになってしまう児童を生まないための
配慮である。中学校 。高等学校で習うようなアルファベットや難しい単語や文法,文章の
読解,また英語の単語や文章を書くこと等は指導せずに,短く簡単な表現の音声を繰り返
し使い,英語でコミュニケーションをとる楽しさを学ぶことが重視されている。換言すれ
ば,英語の読解 。文法や書くことといった難しい学習は中学校 。高等学校での英語科の教
育に任せ,小学校では英語嫌いを作り出さないように,簡単な音声を用い,コミュニケー
ションを楽しむ授業がなされているということである。さらに,文部科学省によれば,次
期学習指導要領から,現在は,教科としてではなく領域として小学校第 5。6学年で行われ
ている外国語活動の授業が,教科型の英語の授業として,週2時間程度実施されることが
決まっている 6ゝ 学習の内容に関しては,これまでは,音声に慣れ親じむだけの体験的な
活動による学習であったが,次期学習指導要領からは文字や英単語 。定型文を扱ったよう
な内容についても学習するということが予定されている。これは,文部科学省が,子ども
にさらなる英語力の向上を期待していることと, 日本の英語力に対しての危機感を抱いて
いることの表れとも受け取ることができる。具体的な内容としては,現在の第506学年の
外国語活動の内容が第 3・4学年へとスライ ドし,現在の中学校での英語科の内容の一部が
第 5・6学年ヘスライ ドする形式が取られる。第 3・4学年では,必修の領域として,外国
語活動が年間35時間実施さ,第506学年では,教科として英語科の授業が,モジュール
授業も活用をしながら,年間70時間程度実施されるという方向で改革が進められている。
しかし, 日本の英語力を向上させるための,さらなる改革が進められている中,現行の
学習指導要領における外国語活動の課題も存在する。その中でも,最も大きな課題として
取り上げられているものが,小学校における外国語活動と,中学校における英語科の授業
内容のギャップにより,学習の接続が円滑に機能していないことである。小学校での音声
に親しみながらの簡単で楽しい外国語活動から,中学校での文字・文法の学習を中心とし
た英語科の授業へと変わることで,英語の授業に着いて行けない生徒や,英語嫌いの生徒
を生み出してしまっているのである。これが英語教育における小中ギャップでぁる。平成
24年に文部科学省が行った小学校外国語活動に関する中学校第1学年の生徒の意識調査で
は外国語活動において 「英語で簡単な会話をすること」と「英語の発音を練習すること」
については70%以上の生徒が役立ったと回答している 7、 これより,上述の学習について
は中学校での英語学習においても役立ってぃると考えられる。一方で,「英単語を読むこと」,
「英単語を書くこと」と「英語の文を書くこと」については,約80%以上の生徒が「小学
校でもつと勉強したかった」と回答している。これらの結果より,ガヽ学校外国語活動の授
業を受けた児童は「聞く」,「話す」ことに関する学習については肯定的な印象を持ってい
るが,「読む」,「書く」ことについては,不足感を感じており,中学校に入学する前に「読
み」,「書き」についての学習を深めたがっていたとぃぅことが推察できる。
「聞く」,「話す」ことを中心として,英語の基本的な音声表現を何度も繰り返し,楽し
くコミュニケーションをとる活動に重きが置かれる外国語活動に対して,中学校の英語科
では,「聞く」,「話す」ことに付け加えて,「読む」,「書く」ことにあたる,英語の文字や
文法構造を体系的に学習する。田中・林は,コミュニケーション活動や表現活動中心の楽
しい学びから「読む」,「書く」の技能を子どもに定着させる学び方へ移行する中で,この
ような学習に上手く対応できない場合に「中学英語=難しい」という心情変化が起こる め
と述べている。また,田中 。林は特に,文字の扱いに関連した「単語が読めない 。書けな
い」ことによるフラストレー ションが,英語嫌いの最大の原因であるという点についても
指摘している。つまり,小学校では「聞く」,「話す」を重点的に扱うが中学校に進学した
途端に,生徒にとっては「聞く」,「話す」よりも学習において負担の大きいとされる「読
む」,「書く」の技能を習得しなければならない。そのために,小学校では音声 。活動中心
で楽しかった英語が,中学校に進み文字 。文法を急に学び始めることで,子どもが,学習
に着いて行けなくなり英語嫌いが増加するという構造になっているのである。さらには,
次期学習指導要領からは,英語教育の改革として小学校第 5。6学年での内容を小学校第 3・
4学年に,中学校での内容の一部を小学校第 5・6学年にスライ ドさせることが計画されて
いる。しかし,現行の学習指導要領に基づいて行われている英語教育で起きている大きな
課題を解決しないまま改革を進めると,小中ギャップが,次期学習指導要領においては,
小学校中学年と小学校高学年の間で起きてしまう可能性がある。また,小学校と中学校の
英語教育における学習内容の接続において新たな問題を生み出してしまう可能性もはらん
でいる。そこで,今起きている外国語活動における小学校・中学校のギャップに関しては,
次期学習指導要領に移行する前に解消することが, 日本の英語教育における喫緊の課題で
あると考えられる。
第2節 フォニックス指導
上述の小学校外国語活動と中学校英語科のギャップに対して,何も対策がなされていな
いという訳ではない。近年,そのギャップを解消するための手段の一つになりうるとして
取り上げられているものにフォニックス指導がある の。フォニックス指導は,以前から読
む力を高める指導法の一つとして存在するが,小学校と中学校のギャップを解消するため
に役立つといぅことで,改めて注目されている。Bethによればフォニックスとは,アルフ
ァベットや,あるアルファベットの組み合わせと発音の対応を理解することで,英語の読
み (本研究において「読む」とは文字で書かれたものを読解するのでは無く,一字―字正
しい音で発音できることを指すこととする)を補助するための体系化されたルールである。
そして,フォニックス指導は,そのルールを指導する指導法のことを指す。つまり,フォ
ニックス指導は,英語を正しい音で読めるようになる手助けとなる指導法の一つである。
例えば,日本語のひらがな・カタカナでは文字の名前と音に違いは無い。「あいうえお,か
きくけこ・・・」と覚えると単語も文も読めるようになる。 しかし,英語では,文字の名
前と読みが異なる。例えば,"b"には[bi](ビー)という名前があるが,文や単語の中での
音は[b](ブッ)となる。他にも英単語の"cake"の場合は"c"は[J](スイー)という名前を
持つが,この場合は[k](ク)と発音し,"が'は読みである[a](ア)ではなく名前の[Ql(エ
イ)と発音する。そして,"e"は発音されないという複雑な読みのルールも存在する。この
ような文字の綴りと音の組み合わせのルールを覚えることで,読みの理解を助けるとして
開発されたのがフォニックスでぁる 10ゝ天満は「入門期の子どもが最初につまずきをおぼ
えるのは,英語の文字と音とを結びつける学習に入つた時期であり,このつまずきがその
まま英語嫌いにつながっていくことが多い。日頭作業だけの最初の数時間乃数週間は,み
ながひとしくいきいきとしていたものを,この段階に至ってばたりと生気を失ってしまう。
アルファベットの26文字は歌でおぼえているので全部識別できるのだが,それらが必ずし
も一対一の音対応をするとは限らない。一対一の音対応があるかな文字の表記になれ親し
んできた子どもたちにはこれが大きなショックなのである」H)と述べている。現行の外国
語活動では,音声を取り入れた授業は積極的に行われているものの,文字指導については
文部科学省より推奨されておらず積極的な学習はなされていない。よって,中学校英語で
の子どもの英語嫌いは,小学校での文字指導が不足しており音声ばかりに偏つていること
が原因の一つであることは推察できる。そこで,小学校での音声中心の活動を活かしつつ,
中学校にて実施される文字指導や「読み」「書き」の学習への橋渡しとなる,フォニックス
学習をより積極的に小学校外国語活動に取り入れることは,小学校・中学校の英語教育に
おける小中ギャップを無くすために役立つと考えられるのである。フォニックス指導は,
元々,英語母語話者の子どもが読みの能力を高めるために開発された指導法であった。現
在でもアメリカ,カナダやィギリス等の英語を母国語とする国々において,幼稚園等で文
字を学び始める時期に,フォニックスを用いて読みの指導がなされている場合も多数ある。
よつて,文字を学び始める小学校の外国語活動の授業において,フォニックス指導が導入
されるという点も親和性があると考えられる。
しかし,フォニックス指導についても良い点ばかりでは無く,問題点もいくつか存在す
る。小野は,フォニックス指導の問題点としてルールの多さと,ルー ルに対する例外の多
さを挙げている。そして,ルー ルの多さと例外の多さに関して,それらのルールや例外を
1つ1つ記憶することは,学習者にとって非常に大きな負担である 10と指摘している。ま
た,田中・林は,小野が指摘するフォニックス指導の問題点を受けて,「入門期の内容で混
乱したり,英語学習に対する意欲が削がれるなどの問題が発生しかねない」!のという指摘
をしている。子どもの,英語を読む力を育成するためにフォニックス指導を授業に取り入
れることは外国語活動における課題の解決につながるかもしれない。しかし,そのフォニ
ックス指導が,子どもの英語に対する学習意欲を低下させる要因となってしまうと,本末
転倒である。また,現在,文部科学省から提供。推奨されているフォニックス教材はなく,
副教本としてのHi,■iends!1・2においてもフォニックス指導の内容は含まれていない。も
し,公立小学校においてフォニックス指導を授業に取り入れるとすれば,市販のテキスト
を活用する方法が考えられる。市販のフォニックス教材は,例えば,吉田他によつて受験
研究社から出版されている,図11のエンジョイ !フォニックス等が挙げられる 10。
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図1-1 エンジョイ !フォニックスの内容 (吉田他,2016)
図1-1は,エンジョイ !フォニックスの内容を示したものである。図1-1の問題文に「音
声を聞いて文字をなぞり, くうらんには聞こえた音を書きましょう」という記述があるよ
うに,テキストはルールを学び,CD等を聴き,何度もルールを声に出したり,書いたり
しながら取り組む ドリル的な要素を含むものが多く見られる。これらの ドリル要素の強い
テキス トを小学校の外国語活動の授業で児童に取り組ませるとなれば,児童の学習意欲の
低下や英語嫌いを生む結果に繋がりかねない。米山 。杉山。多田は英語の授業をつくる過
程の留意点として,「スペリングの読みもまた大切で,特定のスペリングと発音の関連に注
意を向けさせる指導 (フォニックス指導)も効果的な場合がある。しかし,この種のドリ
ルは,意味の要素が欠如すると機械的になつてしまい生徒が飽きてしまうことが多い」0
と指摘している。高橋も「中学校からの英語教育の指導方法と同様に,文字練習やテキス
トを読むこと, ワークブック形式のドリル的な学習等,英語活動に適していない文字指導
では,子ども達が益々英語嫌いになることが懸念される」1のと指摘している。エンジョイ !
フオニックスのような市販のテキス トでは,高橋の指摘において述べられている,ワー ク
ブック形式の ドリル的な学習の要素が含まれていると考えられる。もし,そのまま市販の
教材を授業に取り入れるとなれば,小学校においても英語嫌いを生み出す結果につながる
と予想できる。
第3節 本研究の目的
外国語活動における課題である,小中ギャップを解決する手段となりうる可能性がある
指導法として注目されているものの一つにフォニックス指導がある。しかし, ドリル要素
が強いことや,学ぶルールや例外が多いということがフォニックス指導の課題点として指
摘されており,小学校において英語に対する学習意欲の低下や,英語嫌いの児童を生み出
す可能性があると考えられる。そこで,学ぶルールが多いことに加えて, ドリル要素の強
いフォニックス指導を取り入れた外国語活動の授業を行うにあたり,児童が,授業の活動
に対する意欲を高く保ちながら学習に取り組めるよう工夫を施した授業を開発することで,
児童のさらなる学びにつなげる必要がある。よって,本研究では,児童の活動意欲を高め
るフォニックス指導の授業を開発・実践し,その授業の効果を検証することを目的とする。
そのために,児童の活動意欲を高める授業づくりに関する先行研究から知見を抽出し,授
業化の指針を導き出し,その指針に基づいて授業を開発 。実践する。
第Ⅱ章 理論的背景
本章では,フォニックス指導に関する先行研究と,児童の活動意欲を高める授業づくり
に関する先行研究を分析する。その上で,本研究において実施する,フォニックス指導を
取り入れた授業を開発するための知見を抽出し,授業化の指針にまとめる。
第 1節 日本におけるフォニックス指導
日本では,フォニックスはどのように指導されているのだろうか。前章で述べたように
フオニックス指導は,通常は,英語母語話者の506歳児に対して,読みのスキルを身につ
けさせるために開発された指導法である。ただし,これは日常生活においても英語に十分
に慣れ親しんでいる英語母語話者の子ども向けのフォニックス指導である。そこで,本研
究においては,日本人向けに改良されている,Bethが所属する松香フォニックス研究所に
よつて開発されたフォニックス指導や,吉田。鄭によって主張されている日本人向けのフ
オニックス指導の考え方に着日したい。吉田・鄭は「望まれるフォニックス指導の前提は
アルファベットの識別と音韻認識である。アルファベットの識別とは,大文字や小文字を
見て,文字の名前が言えること (Aを見てエィと発音する)であり,音韻認識とは,アル
フアベットには母音と子音があり,母音には音読み (aはap口eのア)と名前読み (aはェ
イ)があるということを知ること」lつであると強調している。換言すれば,フォニックス
指導においては,アルファベットの識別と音韻認識の力が身についていることが大前提と
なるのである。また,Bethによればフォニックス指導の順序としては,ステップ 1として
英語の音声に慣れ親じむことが重要な段階,ステップ2として英語のアルファベットの名
前と音の違いを認識する段階,ステップ3としてアルファベットの音を基に英単語 。英文
が読める段階,ステップ4として特定のアルファベットの組み合わせにより作られる音の
存在を認識する段階,最後にステップ4までの知識を基に,英文が読めるようになる段階
と述べている 18、表2-1は,松香フォニックス研究所から出版された教材指導の段階をま
とめたものである。
現行の学習指導要領外国語活動編では「外国語でのコミュニケーションを体験させる際
には音声面を中心としアルファベットなどの文字や単語の取扱いについては,児童の学習
負担に配慮しつつ,音声によるコミュニケーションを補助するものとして用いること」1"
という点が強調されている。この記述からも読み取れるように,外国語活動では音声を中
心的に取り扱う授業は積極的に行われているものの,文字指導等の「読み」,「書き」に関
する指導については文部科学省より推奨されておらず,積極的な学習指導はなされていな
い状況である。しかし,前章で取り上げた,文部科学省によるアンケート調査の結果より,
中学校英語での生徒の英語嫌いは,小学校での文字指導等の「読み」,「書き」に関する指
導が不足しており,「聞く」,「話す」等の音声の指導ばかりに偏つていることが原因の一つ
であることが推察できる。そこで,小学校での音声中心の指導を活かしつつ,中学校にて
行われる文字指導や 「読み」,「書き」の学習への円滑な接続ができる可能性があるフォニ
ックス指導を,より積極的に小学校外国語活動に取り入れることは, 日本の英語教育にお
ける小中ギャップを解消するために,役立つと考えられるのである。
表2-l Five―st p staircase to learn phonlcs(Beth,2003の表を著者が翻訳)
フォニックスを学ぶ
5段階ステップ
Stepl.プレフォニック
ス
この段階において,子どもはまず英語に触れる機会を持つことが
必要とされる。日本人の子どもに関してはここが重要な点となる。
彼,彼女たちは英語を理解する力をこの段階では必要とされてい
ない。しかし,英語の音に慣れ親じむためにリスニング能力は高
められていなければならない。取り掛かりとしては絵本,歌やチ
ャンツが最も適切と考えられる。
Step2.文字と音 日本語においては文字と音が一致している。子どもは文字を習え
ば読むことができる。英語のアルファベットは日本語とは異なる。
英語のアルファベットは文字の名前をあらわす。フォニックス学
習の第2段階として,子どもは英語には文字の名前と音があるこ
とを知る必要がある。また,フォニックスでは発音される音と発
音がされない音が存在することを知る必要がある。この段階にお
いては子どもの発音能力は順応性があるため,正しい発音を身に
つけることに力を入れるべきである。
Step3.音を組み合わせ
る
この段階では子どもは規貝1に従つて,正しく読み,書き始めるこ
とができる。子どもは一度,英語の文字は単語を作るための音の
シンボルでしか無いことに気づけば,単語を形成するために異な
る音を組み合わせることができる。この段階では新たな単語の導
入も可能である。
Step4.単語の分解 この段階では子どもは英語におけるいくつかの音は,二つもしく
はそれ以上の文字の組み合わせであることを理解する。この後は
フオニックス学習の最終段階になる。子どもは単語を聴き,単語
を綴ろうとする習慣を身につける必要がある。
Step5。ポス トフォニッ
クス
フオニックス学習の最終段階は物語や本を読み,内容を理解する
段階である。文章全体を理解するために,重要単語については学
習,暗記することが望ましいとされる。
本研究における対象は,第4学年児童であり,対象校では,外国語活動の授業が第5学
年から開始されるため,外国語活動の授業を受けた経験が無かった。しかし,学級活動の
授業にて,学級経営の一環として英語の学習を数回経験したことがあった。っまり,課外
において英語を学んだ経験を有する数名の児童を除くと,英語に継続的に触れている経験
がほとんど無い児童が大半であつた。この対象児童の実態を,Bethの五つのフォニックス
指導のステップに照らし合わせると,対象児童はステップ 1とステップ2の間に位置づけ
られると推察できる。このフォニックス指導における五つのステップを考慮すると,本研
究を進めるにあたり,児童らには歌やチャンツを含め,英語の音に多く触れる機会を多く
持たせることや,文字と音の関係に着目させる指導を行うことが重要であると考えられる。
この対象児童の状況を基に本研究の授業開発を進める。
また,前章でフォニックス指導の問題点として述べたように,フォニックスには多くの
ルーノンが存在する。それらを全て児童に指導することはできない。そこで,本研究におい
ては,対象児童が日常生活での身近な英単語の中で触れていると考えられる,サイレント
eというフォニックスのルールの一つを取り扱う。サイレントeのルールが適用される英
単語は,外国語活動の副教本であるHt iiends11・2においても多数扱われているため,対
象児童が進級した際に,児童の学びにつながると考える。サイレントeとは,「母音字+子
音字一つ+e」という綴りの際に最後のcが,前の母音字を英語のアルファベットの名前通
りの読み方に変え,e自体は発音されないというルールであり,対象児童は日常生活の中
で,galne,sJe,nameのような英単語を目にしている。
フオニックス指導の実践例としては,信州南短期大学にて行われた藤本の実践がある。
藤本の実践は,小学生を対象とし,英語授業でのフォニックスカリキュラムの効用につい
て言及している 20、 この実践は,高学年の児童に対して,フォニックス指導 (英語の綴り
方の勉強法)を通して,英語を読んだり,書いたりできるようになるというねらいに重点
を置き,行われた。授業は,1年を通して合計29回行われ,授業は,フォニックスを英語
の英語母語話者ではない日本人向けに改良された松香フォニックス研究所のカリキュラム
案と教材を用いて行われた。松香フォニックスのカリキュラム案では,児童に対するアル
フアベットの練習や,規則的なフォニックスのルールが適用できる語については,自力で
読むことを目標として定められていた。授業内容としては,英語の絵本を用いた指導 。英
語の表現 。アルファベットの練習等が取り入れられており,Bethからの引用で述べたフォ
ニックス指導のステップにおける英語に十分に触れる段階や,文字の名前や音を認識する
段階の指導が盛り込まれていた。児童は授業内で市民新聞グループからの取材を受けてお
り,英語授業に関するインタビューの中でアルファベットを書く練習がおもしろいという
意見を述べていた。藤本は,この実践を通して,児童の英語に対する興味が,高まる兆し
が見えたことを明らかにした。藤本の研究は,フォニックス指導の有効性を示したという
点において大きな意義があると考える。
第2節 児童の活動意欲を高める指導法に関する先行研究
第1項Language Expettence Approachを使用した指導に関する先行研究
高橋は,研究を通して,Language Expe」ence AppЮachを取り入れることが,小学校外国
語活動の授業づくりを行う上で役立つと述べている21)。高橋は,中学校での英語科の授業
で英語嫌いを生み出さないためにも,小学校からの文字指導の導入を主張している。しか
し,中学校の英語科のような文字練習・テキストの読解・ワークブックでのドリル的な学
習を小学校においても取り入れることは,小学校でも英語嫌いを生み出すことにつながる
と懸念している。そこで,小学校で英語嫌いを生まないためにも,Language Expe面ence
Approachを取り入れた,外国語活動での文字指導のあり方を提案している。Language
Expe」nce AppЮachはReuセdらにより提案されたもので,子ども達の体験からセンテンス
レベルでの文字指導を始めること推奨するアプロー チである。そのアプロー チを基に,高
橋は①英語のアルファベット活動,②英単語レベルの活動,③センテンスレベルの活動,
の二つの指導を提案している。それぞれの指導において,子どもが,生活の中で経験する
場面を設定した授業を考案することで,子どもらが楽しく活動でき,活動する意欲にもつ
ながるだろうと主張している。
以上の高橋の研究は,文字指導等の児童にとって難易度の高い学習であっても,児童の
経験に基づいて授業づくりを行うことで,授業に楽しみを生み出すという点において示唆
に富んでいる。
第2項 活動の意欲を高める授業づくりに関する先行研究
國本は,小学生の英語学習意欲に関する研究の内容を発表している。國本は,広島市内
の小学校児童を,外国語活動の授業を年間35時間受講しているグループと,年間70時間
受講しているグループの二つに分け,①授業時間数による英語学習意欲に関する違いはあ
るのか,②外国語活動の授業における楽しい体験と嫌な体験に関する自由記述から,小学
校英語のポジティブ感とネガティブ感の特徴が確認されるか, ということをアンケー トを
通して明ら力ヽこする研究を行つた。結果として,①に関しては,英語の時間数が増えるほ
ど,児童は楽しくない 。嫌いと感じる傾向が見られた,②は嫌な体験としては,仲間関係
と無能感の記述の割合が多かったことを述べている。そして,②の楽しい体験に関する調
査の過程において,楽しい体験に関する自由記述ではゲームが楽しいという記述が圧倒的
に多かったことを明らかにしている20。この國本の研究データより,小学校英語において
はゲームを楽しいと感じて取り組んでいる児童が多いということが示された。
しかし,ゲー ムといっても,単に遊ぶだけの活動では児童の学びには繋がらない。アレ
ン玉井は,ゲー ムや活動を通して行う授業の中で,単なる遊びで終わらせずに,児童への
学びも確保する授業づくりが大切であると主張している。著書の中で,アレン玉井は,「例
10
えば 1回に10個の単語を教えて,一つの文型を教えるということを第一目的にした授業で
は,子どもは,言葉を吸収する前に興味を失い,退屈してしまうことが多い」2のと注意を
促した。そして,上述のような,児童が興味を失い,退屈してしまう授業を行うのではな
く,AcJ宙ty‐based Approach(活動を中心とした教授法)を取り入れた活動を授業に組み込む
ことを提案している。アレン玉井は,Ac」宙ty‐based Approachは「言葉を教えることではな
く,学習している言葉を使つて実際の課題を解決する」2のことに目的をおいた教授法であ
ると紹介している。換言すれば,英語の言葉を教えることを,主にして授業を行うのでは
なく,Acd宙ty‐based Approachの視点を取り入れ,活動を組み込み,子どもの自然な学びの
文脈の中で,英語の言葉を使うことが重要であると主張している。
國本の研究は,外国語活動の授業においてゲームを含むことは,児童に授業においてポ
ジティブなイメージを与えるという点において重要な視点である。アレン玉井の著書にお
けるAclvity‐based Approachの視点は,ゲー ムの活動を単なる遊びで終わらせず,児童に学
びを提供するという点において重要な知見を示している。
第3項 文字指導における絵と文字の扱いに関する先行研究
青山 。段本は,鳴門教育大学附属小学校において,先駆的・持続可能な英語教育プログ
ラムの開発に関する研究を発表している。この研究における先駆的という視点は,2020年
の英語の教科化を見据え,現在の外国語活動で指導されている「聞く。話す」だけでなく,
英語の4技能である「聞く。話す 。読む 。書く」を全て統合したカリキュラム開発を目指
すということであった。また,持続可能という視点は,鳴門教育大学附属小学校の児童の
実態に合った,今後も継続して指導できるカリキュラム開発を目指すというものであった。
低学年のねらいは,絵本 。歌 。身体を動かす活動を多く取り入れ,楽しく音声に親しみ交
流をすることに設定し,中学年は積極的にコミュニケーションを図る態度の育成,英語表
現への慣れ親しみ,言語文化に対する体験的理解,の3点に基づいたコミュニケーション
の素地の育成,高学年は読むこと。書くことを含めた初歩的な英語運用能力の育成と定め
た。青山・段本は,授業開発の過程で「読み・書き」も含めた4技能の統合という観点か
ら,Hi,■iends1 1・2の教材ではピクチャーカー ドには文字がほとんど使われていないとい
う点を懸念した。そして,絵だけのピクチャーカー ドに英語の文字を付け加えた教具を作
成し,授業の中で活用した。授業の中の児童同士の交流の場面においては,この教具によ
り,児童が自ら英語表現を確かめて声に出したり,児童間の交流が盛んになったりすると
いう様子が見られたと報告している20。
また,畑江は,フラッシュカー ドを用いた語彙習得法に関する研究において,絵。文字・
音声をセットにした指導を推奨している20。畑江は,言語を学ぶ際に,絵のみや文字だけ
ではなく,絵。文字・音をセットにして指導をする方が学習の効果が上がるという仮説の
もと,調査を行つた。調査の結果として,絵。文字・音声をセットにした指導により,単
語を学ぶ際に,意味を伴つた生きた言葉として,子どもの記憶に残るという結果が得られ
たことを明らかにしている。
青山 。段本の研究は,絵のみのピクチャーカー ドのような視覚資料に文字も加えること
で,児童が自ら英語の読みを思い出す手助けになったという点において示唆に富んでいる。
畑江の研究は,絵。文字がセットのフラッシュカー ドを使用し,児童に発音させたことが
子どもの記憶保持につながったことを明らかにした点において意義深いと言える。
第3節 授業化の指針
ここまでの先行研究から,導き出した授業化の指針は,以下の二つである。
[授業化の指針 1]児童に馴染みある英語を扱つた指導
高橋による文字指導等の児童にとって少し難易度の高い内容を含む授業においても,教
材を児童の経験を基に構成したり,生活経験と関連付けたりすることで,授業に楽しく取
り組ませることができるという知見を援用する。抽象性の高いフォニックスのルールを理
解する際に,児童への学習の負担を抑えることを期待する。児童が経験上,既知の内容を
取り扱うことで児童に,授業に楽しく取り組ませたい。
[授業化の指針2]学びあるゲーム要素を含んだ活動
國本とアレン玉井の知見から得られた,児童が,楽しく取り組む活動はゲームであると
いう点と,活動に学びを含ませる指導法を授業の指針に取り入れる。多くの児童が,楽し
いと感じるゲーム要素を加えることで,授業に楽しさを生み出し,児童の活動意欲を高め
ることが予想される。また,ゲー ム要素を含む活動の中にも,学びがある活動にすること
で,児童の意欲と学びにつながることを期待する。
[授業化の指針 3]文字化と視覚化による相補的な支援
本研究にて使用する教具に関しては,青山◆段本と畑江の研究から得られた,絵と文字
をセットにしたピクチャーカー ド。フラッシュカー ドにより,児童が,自ら英語を読もう
としていた点と,児童の記憶保持に効果的であるという知見を援用し,指針を導き出した。
授業で使用するフラッシュカー ドには絵と文字をセットにして掲載する。また,フォニッ
クスのルールに関連する箇所には,児童がフォニックスのルールに気づきやすい工夫も付
け加えたいと考える。これにより,児童が英単語の読み方とフォニックスのルールを想起
しやすくなることを期待する。
フォニックス指導を取り入れた授業に,以上の二つの授業化の指針を導入した授業を開
発・実践する。
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第Ⅲ章 単元の概要
第1節 対象と実施時期
兵庫県A市立K小学校の第4学年1学級25名(男子 15名,女子 10名)を対象とし,
2016年10月21日,10月26日,10月28日の,朝の学習 15分間のモジュール授業と,10
月28日に45分の授業を行つた。
第2節 題材と単元目標
題材は,フォニックスのサイレントeのルールを学び,サイレントeが適用される英単
語に慣れ親しみ,それらの英単語を使つてキーワー ドゲームやビンゴゲームに取り組みサ
イレントeのルールの理解を深める活動であった。
単元の目標は,サイレントeのルールを知り,サイレントeのルールが適用される英単
語を読めるようになることであった。
第3節 単元の指導過程
表3-1は実際の単元の展開と,授業を実施した際に各場面で取り入れた授業化の指針を
示したものである。単元は,全4回の授業から構成されていた。
表3-1 単元の展開と授業化の指針
時 単元の展開 授業化の指針
?
?
?
?
1(15分)
2(15分)
3(15分)
4 (45分)
フラッシュカー ドで英語の母音の名前と読みの確認
「色」を表す英語のチャンツ活動
フラッシュカー ドで英語の母音の名前と読みの確認
「食べ物」を表す英語のチャンツ活動
フラッシュカー ドで英語の母音の名前と読みの確認
「食べ物」を表す英語のチャンツ活動
英語での挨拶
サイレントeについての話し合い
ca, h籠の読みの確認
galne, sdcの読みの確認
サイレントcのルールの確認
めあての確認
フラッシュカー ドで新出単語に慣れ親じむ活動
新出英単語の発音練習
キーワー ドゲーム
ビンゴゲーム
振り返り
1)児童に馴染み
ある英語を扱
つた指導
3)文字化と視覚
化による相補
的な支援
2)学びあるゲー
ム要素を含ん
だ活動
?
?
?
?
?
?
第 1時から第3時までは,フォニックス指導のための準備となる15分のモジュール授業
であつた。第4時は,第Ⅱ章で先行研究より導き出した,三つの授業化の指針を元に開発
した45分のフォニックス指導の授業を実施した。
第1項 サイレントe指導の準備段階
(1)英語の母音 (大文字)の名前と読みを獲得する活動 (第1時)
第 1時では,「母音字+子音字一つ■e」 の綴りの時に最後のeは,その前の母音字を英語
の名前通りの読み方に変え,c自体は発音されないというサイレントeのルールを学習す
る準備として必要な,英語の母音 (a, i, u, c, o)の名前と読みを獲得するモジュー
ル授業を行なった。モジュール授業の過程としては,朝の学習の 15分間の時間を活用し,
英語の母音が記載されたフラッシュカー ドで,それぞれの英語の名前と読みの確認と,CD
音源を使つたチャンツを行なった。フラッシュカー ドは,図3-1のように,両面に英語が
記載されており,表面に大文字のA,裏面に小文字のaを記したものを作成 。使用した。
図3-1 英語の母音の名前と読みを確認するフラッシュカー ド (左:表面,右:裏面)
A,aの場合,名前は[d](エイ)であり,読みは[a](ア)である。第 1時では,児童が
小文字よりも見慣れている,英語の大文字を扱うこととした。それぞれの英語の名前と読
みの知識を全て獲得している児童もいたが,名前と読みが逆になっている児童や,名前は
知っているが読みの知識は獲得していない児童が見られた。そこで,最初に教師が名前と
読みを発音し,続いて児童が発音するという活動を繰り返し,児童に英語の名前と読みの
知識を獲得させる活動を行なった。 しかし,教師に続いて発音を何度も発音するだけでは
児童の学習意欲が下がつてしまうと考えられたので,児童が,名前と読みの知識を獲得し
てきた時点で,フラッシュカー ドを教師が,贋番,もしくはランダムにめくり,児童にクイ
ズとして名前と読みを答えさせる活動も取り入れた。この活動により,児童に英語の母音
の名前と読みの音を獲得させた。その後,図3つのチャンツ教材を使い児童が英語に慣れ
親しむためのチャンツを行なった。チャンツ教材は,株式会社mpiから出版されている「ク
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イズでチャンツ」を使用した
ような色を表す英語とbanana,
27ゝ教材で扱われている英語は,yenow, 
“
d green等の
carot, panda等の食べ物や動物であつた。
図3-2 第1時で使用した色を表す英語のチヤンツ (松香・竹村 “野田,2010)
研究の対象校では,第4学年児童に対して外国語活動の授業は実施されていなかった。
そこで,児童が,普段の生活において見聞きした経験があると考えられる,色を表す英語
を扱うチャンツを取り上げた。活動では,色を表す英語は児童にとつて剛1染みがあつたと
いうこともあり,どの児童も積極的に英語を目にする様子が見られた。
(2)英語の母音 (小文字)の名前と読みを獲得する活動 (第2時)
第2時の授業でも,第1時のモジュール授業と同様に英語の母音 (a, 1, u, e, 0)
の名前と読みを獲得する授業を行なった。第1時と変わらず英語の母音の名前と読みの確
認,それぞれの英語の読みと名前のクイズ,チャンツを行つた。第1時との相違点として
は,英語の小文字を扱った点・食べ物を表す英単語のチャンツ教材を扱った点であった。
小文字の英語の母音の名前と読みの確認では,名前と読みを識別している児童がいたが少
数であつた。そのため,第1時よりも時間をかけ,名前と読みの確認を行なつた。教師の
後に続き英語を発音する活動や英語を見てのクイズも第 1時より時間をかけ,児童への定
着を図つた。チャンツの活動では,第1時で行つた色を表す英語は児童にとって剛1染みが
あり容易すぎるという声が多数聞かれたため,図3■に示す,少し難易度を上げた,食ベ
物を扱う教材でチャンツを行なった。扱われている英単語は,curry and五cc,jdly,sμまetti,
oranges等であつた。
中には外来語として,児童が使用している「カレー ライス」を意味するcurry and=ceと
いう単語があり,英語には,cunyとriceの間にandが入るという,日本語と英語の相違に
注目する児童や,外来語のオレンジと英語のorangeではアクセントの位置に相違があると
いう点に気づく児童もいた。
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図3-3 第2時で使用した,食べ物を扱ったチャンツ (松香・竹村・野田,2010)
(3)英語の母音 (大文字・小文字)の名前と読みを獲得する活動 (第3時)
第3時では,英語の母音の名前と読みの確認において,大文字・′lヽ文字の両方を扱った。
児童は第 1・2時の活動を振り返り,それぞれの英語の名前と読みを思い出しながら活動に
取り組んでいた。英語の大文字・小文字をランダムに見せ,名前・読みを確認した際は,
声に出すまでに少し時間がかかる場面もあつたが,回数を重ねるごとに,フラッシュカー
ドを見てから発音するまでの時間は短くなつていった。名前・読みの確認のクイズでは,
大文字・小文字をランダムに提示しても,間違わずに発音ができるようになっていた。チ
ャンツは第2時と同じく,食べ物を表す英単語のチャンツ教材を扱った。理由は,児童が,
扱われている全ての英単語を発音できるようになっていなかったことと,英語と日本語の
相違点に気付きやすい教材であったためである。第3時では,英語のca gumという表現
について, 日本語では,「食べる」ではなく「ガムを噛む」という表現を使うが,英語は,
cat「食べる」という単語で表現するという日本語と英語の違いに言及する児童がおり,英
語のアクセントの位置だけで無く, 日本語と英語の意味の違いに気づく児童の姿が見られ
た。
第2項 サイレントe指導の実施段階
(1)サインレントeについて話し合う活動
第4時の授業では,前章の先行研究より導き出した,授業化の三つの指針に基づいて授
業案を開発。実施した。導入では,授業化の指針 1「児童に馴染みある英語を扱った指導」
に基づき,児童のこれまでの授業・生活の経験に基づいて英語の綴りを目にしたことがあ
り,綴りを見て発音することができる単語を扱った。図34は,教師が児童にフラッシュ
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読みを訪ね,児童がそれに答えている様子である。カー ドを提示 し,
図3-4 導入場面で児童に英単語の読みを確認している様子
最初に,cat[ka](キャット)とhat[ha](ハツト)を提示し,aの読みが,[a](エイ)
であることを確認した。次に提示した game, sdeは,英語の読み通りに読むと,[gomO]
(ガメ)IsαlЭ](サレ)と読むことができる。しかし,サイレントeのルールを含むため,
lgelm](ゲイム),[su珂(セィル)という読みになる。この例から児童らは,サイレントe
が「単語の最後にeがつくと,前のaをアではなく,エィとよむ」というルールを学んだ。
児童の中にサイレントeのルールの知識を獲得している児童もおり,その児童の発言や知
識もクラスで共有しながら導入を進めた。
(2)フラッシュカー ドを使い新出単語に慣れ親じむ活動
フラッシュカー ドを用いてサイレントeを含む英単語に慣れ親しむ活動を行なった。こ
こで,児童に提示した英単語は,galne, sde, face, date, name, lake, gate, wave,
cake,tape,makeの12単語である。英単語に慣れ親じむ際に用いたフラッシュカー ドは,
授業化の指針 3「文字化と視覚化による相補的な支援」に基づいて,図3づに示す絵と文
字をセットにしたフラッシュカー ドを作成し,使用した。英語の文字の指導を受けた経験
の無い児童にとって,英語の文字と意味を示しただけのフラッシュカー ドでは,文字を読
むための手がかりが少ない。そのため,読みを思い出すための手がかりとなるよう,絵と
文字をセットにして示した。また,授業で扱うサイレントeのルールに,児童が気づきや
すいようにフラッシュカー ドに記載する文字はgameの綴りであればaとeの文字を赤色,
その他の文字は黒色で示し,児童が,サィレントeのルールに注目しやすくなるよう工夫
を施した。フラッシュカー ドを提示しながら,最初は,教師の発音に続いて児童は発音し,
その後は児童だけで全ての単語を発音し,英単語に慣れ親しんだ。この活動の中で,黒板
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に掲示された全てのフラッシュカー ドを見て,aとcが全ての単語に含まれているという
気づきを口にした児童もいた。
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(3)キーヮー ドゲーム
そして,授業化の指針 2「学びあるゲーム要素を含んだ活動」に基づいて,慣れ親しん
だ12個の英単語を使い,キー ヮー ドゲームに取り組ませた。図3-6は,児童がキーヮー ド
ゲームに取り組んでいる様子である。
瀞 ??
図3-6
キーワー ドゲームは,2人
ドゲームに取り組む児童の様子
しくは3人1組を作 り,机を向かい合わせ,各班の
18
ご   ,
‐ ■|′  “●4
キーワー
1組,も
隋
図3-5 絵と文字をセットにしたフラッシュカード
メンバーの中間点に消しゴムを一つ置いた。そして,授業で習つた12個の英単語のうちの
一つをキーワー ドとしてあらかじめ指定した。教師が,ランダムに英単語を読み上げ,キ
ーワー ドの英単語を読んだ際に,児童が,メンバーの真ん中の消しゴムを取り合うという
ゲームであった。キーヮードを聞き分け,ペア・メンバーよりも早く消しゴムをとつた児
童が勝ちとする,英語を聞く力を育成するゲームであった。図3-2は,児童がキーヮード
ゲームで教師が英単語を読み上げるのを聞いている様子である。gameをキーワードに設定
した際に,gameとgateは,gaまでは同じIge](ゲイ)という音なので,[gel(ゲイ)と
いう最初の発音を聞いた時点で,お手つきをしてしまう児童が多くいた。ここで,「音を最
後まで聞かないと正解できないですよ」という助言をすることで児童らは,より集中して
英語の音を聞こうとしている姿が見られた。
(4)ビンゴゲーム
最後の活動として,授業化の指針 2「学びあるゲーム要素を含んだ活動」に基づいたビ
ンゴゲームを行なった。直前のキーワー ドゲニムは,教師が英語を発音し,児童は,それ
を聞くというィンプットが中心の活動であった。そこで,耳にした英単語を発音するアウ
トプットの場面も創出したいと考え, ビンゴゲームを取り入れた。図3-7は,ビンゴゲー
ムの際に使用したワー クシートに貼るためのシールとワークシー トでぁる。
図 3二7 ビンゴゲームで使用したシール (左)とヮークシー ト (右)の様子
まず,児童には,3マス×3マスのビンゴの枠を印刷したワー クシートと,本時の中で
慣れ親しんだ12個の英単語が書かれたシールを配布した。児童に12個の中から9個の英
単語を選ばせ,1マスに1単語を貼らせた。続いて,児童を指名し,順番に英単語が書か
・れたくじを引き,その単語を発音させた。その後,クラス全員でくじに書かれている英単
語を発音し,自分のマスにその単語があれば印をつけた。縦・横・斜めのどれか一つが揃
うとビンゴである。活動の中では,新たに英単語を引くごとに,児童が音を聞き,発音を
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するという場面が生まれていた。図38は,指名された児童がくじを引き,書かれている
英単語を発音している様子である。ゲームを取り入れた活動にしたことで,普段の授業に
おいて発表が苦手な児童もビンゴのくじを引きたいという気持ちがわき,積極的に挙手す
る場面を引き出すことができた。
図3-8 ビンゴゲームに取り組む児童の様子
そして,授業の最後には,児童が, ヮークシー トの本時の感想欄に,授業を受けての感
想を記入し,第4時を終えた。下に示す図卜9は,第4時の授業を通しての板書である。
図3-9 第4時の板書の様子
板書の左は,第4時のめあてである「ルールを知って,英語をよもう。」の短冊 (図中a)
である。その下は,サイレントeの説明を書いた短冊 (図中b)を掲示している。ここで
記されているマジックeとサィレントeは,同意の言葉である。児童にとってサィレント
という言葉よりも,マジックといぅ言葉の方が,馴染みがあるという想定から,マジック
eの表現を使用した。マジックeの説明は「単語の最後にeがつくと,前のaをアではな
く,エィとよむ」とし,児童がマジックeのルールを思い出そうとする際に,文字として
8
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残すことで授業中にいつでも振り返りができるようルールを掲示した。その下のフラッシ
ユカー ド (図中c)は,hat, catのフラッシュカー ドとgame, sdeのaのよみの違いに気
づかせる際に使用したものである。板書の中央の 12枚のフラッシュカー ド (図中d)は,
第4時で新しく学んだ英単語のフラッシュカー ドである。授業中は,常時,黒板にフラッ
シュカー ドを掲示していた。これにより,児童が,絵と文字を手がかりに,読みを想起す
ることを期待した。板書の右は, ビンゴゲームのワークシー トと同じマスロを準備したも
の (図中 e)でぁる。ビンゴゲームの手順を説明する際に,この教具を用いて児童にビン
ゴゲームの準備 。ルールの説明を行い,活動に取り組む際の視覚的な補助として作成した
ものである。
21
第Ⅳ章 授業の分析・考察
第1節 目的
本研究で開発した授業の効果を検証するために,第1時から第4時までの授業を行つた
後に,授業を受けた児童に対して実施した質問紙調査の分析を行う。児童にとって剛1染み
のある英語や,ゲー ム要素を取り入れ開発・実践したフォニックス指導の授業が,児童の
サイレントeに関する知識 。理解と英語学習に対する関心 。意欲にどのような影響をもた
らしたのかを明らかにすることが目的である。
第2節 方法
第4時の授業実施後に,サィレントeのルールが適用される英単語の読みについての知
識・理解と授業や英語学習に対する意欲 。関心に関する質問紙調査を実施した。調査対象
は,授業を受けた25名の児童であり,所要時間は,およそ 10分間であった。図 4‐1は,
実施した質問紙の全設間を示している。質問紙は,サィレン トeの知識 。理解に関する設
間が2問(間407),英語学習に対する意欲・関心に関わる設間が5問(問1・2・3・5。6)
で構成されている。なお,質問紙の「マジック e」 とぃぅ言葉は,第4時で児童にわかり
やすい言葉で説明するために使用した言葉であり,サィレントeと同意の言葉である。
図4-1 質問紙の全容
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○ 本日の英語の授業をうけてみて,下のしつ間の当てはまる番号に問1.英語を勉強することは楽しいですか?
わない 4.そう思わない
たか?
bない 4.そう思わない
つ全てに○をつけてください。
2.英語を聞くこと
3.ビンゴゲームに取り組むこと
4.英語(マジックe)のルールを知ること
5.友だちと英語を使つて交流すること
問4.マジックeのルールはよくわかりましたか?
間t「こ号E英墓省墨λ暑見えぃ亀学京:そう思わない 4.そう思わない
問li::iぞ吉:暑ζ2尼畠しl像庵棋言E層害宅写かち意ス電?竃お全てに○をつけてください。
2.英語を読むこと
3.英語を話すこと
4.英語を聞くこと
5,外国のことについて知ること
ア爵『[Z蛸
調
]瀧『1騨リト
してください。
(4)sale l.サレ 2 セィル 1(8)name l.ネイム 2 ナメ
第1項 サイレントeに関する知識・理解
サイレントeに関する知識・理解の質問項目では,「母音字+子音字一つ十e」 の綴りの時
に最後の cは,その前の母音字を英語の名前の読み方に変え,c自体は発音されないとい
うルールの内容を確認するものであった。設間は二つあり,一つ日は間 4「マジックeの
ルールはよくわかりましたか ?」であった。この設間で,「1。そう思う 2.少しそう思う 3.
あまりそう思わない 4.そう思わない」の四つの選択肢の中から一つを選択する形式で,
第4時の学習を通してのサイレントeのルールについての知識 。理角子を児童らに自己評価
させた。次に,問7「次の英語の正しいと思う読みの番号一つに○をつけてください」と
いう設間によって,サイレントeのルールが適用される英単語が読めるかを確認した。具
体的には(1】ake,(2)make,(3nface,(4)sde,(5)gate,(6)tape,(7)cat,(8)nameの8
つの英単語の読みの確認を行うために,それぞれの設間にサイレントeのルールが適用さ
れた読みと,サイレントeのルールが適用されていない読みの選択肢を準備した。そして,
二つの選択肢から正しい読みを選び○をつけるという形式で調査を行なった。具体例とし
ては,(lulakeの選択肢は 1.ラケ 2.レイクとし,第4時で学習したサイレントeのルールが
理解できていれば,2.レイクを選ぶことができる設間であった。
第2項 英語学習に対する関心・意欲
英語学習に対する関心・意欲の質問項目では,第4時に関する設問 (問2・3)と英語学
習全般に関する設問 (問 1・5・6)に分けられる。第4時に関する関心・意欲の調査では
間 2「今日の英語の授業には楽しく取り組めましたか ?」 について「1.そう思う 2.少し
そう思う 3。あまりそう思わない 4。そう思わない」の四つの選択肢の中から一つを選択
する形式で確認した。そして,問3「どんなことが楽しかったのか,思いつくもの全てに
○をつけてください」の設間で第4時の,どの活動が楽しかったのかを明らかにした。問
3の選択肢は,「1.英語を話すこと 2.英語を聞くこと 3.ビンゴゲームに取り組むこと
4.英語 (マジック e)のルールを知ること 5.友だちと英語を使って交流すること」であ
り,これらの選択肢から児童が楽しかったと思うものを複数選べる形式で行った。
英語学習全般に対しての関心・意欲の調査は,問1「英語を勉強することは楽しいです
か?」 と,問5「もっと英語を読んでみたいですか?」 といぅ設間に対して,問2と同様
に「1.そう思う 2.少しそう思う 3.あまりそう思わない 4.そう思わない」の4段階の
中から1つを選択させた。問6は,「英語の授業でもつと勉強してみたいことは何ですか?
思いつくもの全てに○をつけてくださぃ」とぃぅ設間に対して,「1.英語を書くこと 2.
英語を読むこと 3.英語を話すこと 4.英語を聞くこと 5.外国のことについて知ること」
の五つの選択肢を準備し,その中から児童が勉強してみたいと思う内容を複数選択の形式
で調査した。これらの質問から,児童の英語学習に対しての関心 。意欲が英語学習のどの
内容に向けられているのかを明らかにした。
?
?
第3節 結果
第1項 サイレントeに関する知識・理解
図42は,第4時の授業を受けてのサイレントeの理解度を,授業を受けた児童に自己
評価させた結果を示している。問4「マジックeのルールはよくわかりましたか?」 に対
して,「そう思う」と回答した児童は 18名であり,全体の72%,「少しそう思う」と回答
した児童は7名で全体の28%,「あまりそう思わない 0そう思わない」と回答した児童は
共にいなかった。
図牛3は間7で児童に対してサイレントeのルールが適用された英単語の正しい読みを
確認した結果を示している。図4-3中の数字は,児童25名に対して,各設間で正解した児
童の人数を示している。質問紙の結果では(1)lakeの正解率が,92%, ②makeとGDfaceが
96%,“)sde, 6Jgate, 
“
)tapeが92%,c)catが88%,(8)nalneが100%であった。
問4 マジックeのルールはよくわかりましたか?
5      10      15
1.そう思 う
2.少しそう思う
3.あまりそう思わない
4。そう思わない
図4-2 サィレントeのルール理解についての自己評価(人)
問7 次の英語の正しいと思う読みの番号1つに○をつけてください。
5           1o15         20
(1)lake
(2)make
C)face
(のsale
⑤gate
(Otape
(つcat
(Oname
図4-3 サイレントeのルールが適用される英単語の読みの正解者数 (人)
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第2項 英語学習に対する関心・意欲
図4-4は,問2で児童が第4時を楽しく受けることができたのかを調査した結果を示し
たものである。そう思うと回答した児童は24名で96%,少しそう思うと回答した児童は 1
名で4%という結果となった。
図ケ5は,問3で児童が第4時を受けて楽しかったと感じた活動を示したものである。
「‐英語を話すこと」を選択した児童は,11名で44%,「英語を聞くこと」を選んだ児童は,
13名で52%,「ビンゴゲームに取り組むこと」を選んだ児童は,22名で88%,「英語 (マ
ジックe)のルールを知ること」を選択した児童は,14名で56%,「友だちと英語を使つ
て交流すること」を選んだ児童は,12名で48%という結果になった。
問2 今日の英語の授業には楽しく取り組めましたか?
5       10       15       20
1.そう思う
2.少しそう思う
3.あまりそう思わない
4,そう思わない
図4-4 第4時の授業を楽しく取り組めたかの評価 (人)
問 3 どんなことが楽しかったのか,
0
思いつくもの全てにOをつけてください。
5        1o       15       20
1.英語を話すこと
2.英語を聞くこと
3.ビンゴゲームに取り組むこと
4.英語(マジックめのルールを知ること
5.友だちと英語を使つて交流すること
図4-5 第4時の授業で楽しく取り組めた活動 (人)
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図4ては,問5でもつと英語を読んでみたいと思うかどうかを児童に確認した結果を示
している。「そう思う」を回答した児童は 18名で72%,「少しそう思う」と回答した児童
は6名で24%,「あまりそう思わない」と回答した児童は l名で4%となった。「そう思わ
ない」と回答した児童はいなかった。
図牛7は,問1で児童に英語を勉強することが楽しいかどうかを調査した結果を示した
ものである。「そう思う」を選んだ児童は23名で92%,「少しそう思う」を選択した児童
は1名で4%,「あまりそう思わない」を選んだ児童は1名で4%であった。「そう思わない」
を選択した児童はいなかった。
問5 もつと英語を読んでみたいですか?
0        5       10       15
1.そう思 う
2.少しそう思う
3.あまりそう思わない
4.そう思わない
図4-6 英語を読むことに対する意欲 (人)
図4-7 英語学習の楽しさについて
図4-8は,問6で今後英語を学習するにあたり,児童が,
(人)
どのような内容の学習をした
問1 英語を勉強することは楽しいですか?
0        5       10       15
1.そう思 う
2.少しそ う思 う
3.あまりそ う思わない
4.そう思わない
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いかを調査した結果を示している。「英語を書くこと」を選んだ児童は 19名で 76%,「英
語を読むこと」を選択した児童は 16名で64%,「英語を話すこと」を選んだ児童は 13名
で52%,「英語を聞くこと」を選択した児童は9名で36%,「外国のことについて知ること」
を選んだ児童は18名で72%という結果となった。
問 6 英語の授業でもつと勉強してみたいことは何ですか?
思いつくもの全てに○をつけてください。
5      10      15      20
1.英語を書くこと
2.英語を読むこと
3.英語を話すこと
4.英語を聞くこと
5.外国のことについて知ること
図4-8 英語学習においてもっと勉強してみたいこと (人)
第4節 考察
本研究において,今回の実践がサイレントeに関する知識 。理解と,英語学習に対する
関心 。意欲にどのような影響を与えたのかを授業後の質問紙調査の結果から考察する。
第 1項 サイレントeに関する知識・理解
質問紙調査の結果から明らかになったことは,児童は,サイレントeに関する知識 。理
解については, 自己評価・読みの確認において,共に概ね達成していることであった。問
4「マジックeのルールはよくわかりましたか?」 の結果からは,18名が「そう思う」,7
名が「少しそう思う」ということが明らかとなつた。一方で,「あまりそう思わない」「そ
う思わない」という否定的な意見を選択した児童はいなかった。児童の自己評価に付け加
えて,問7の英単語の正しい読みを確認する設間では,8間中,7間が90%以上という,高
い正答率であった。最も誤りが多かったのは,(7)caであったものの,正答率は 88%と高
い水準を保っていた。これらの結果より,今回の実践から児童は,実感を伴つて,サイレ
ントeのルールの正しい知識 。理解を獲得できたと言える。
しかし,一方で本実践における課題も残る。問7において,全問正答できなかった児童
が7名いた。この7名のうち,4名の児童は間4においてサイレントeのルールが「よく
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わかった」といぅ選択肢を選んでいた。換言すると,この4名の児童は,サイレントeの
ルールについて,本当は間違った理解をしていたにも関わらず,それを見過ごし,間違っ
た理解のまま授業を終えてしまったということである。これより,第4時の中で,児童が
サイレントeのルールを正しく理解できているかどうかを確認し,児童が間違った理解を
している際には,正しい知識 。理解を獲得させる指導が欠けていたと考えられるため,授
業を行う中で各活動において,児童の知識 。理解を確認しつつ授業を進めるという指導が
必要だと考えられる。また,問7で全問正答できなかった児童の中で,正答率が70%を下
回つていた児童が2名いた。これらの児童は,いずれも間4においてマジックeのルール
をよく理解できたという自己評価をしていた。これらの2名の児童に対しては,今後の外
国語活動の指導において個別の支援を考えなければならない。
問7において,各英単語の正答率に目を向けると,(7)catが最も正答率が低く,3名の児
童が誤つた読みを選択していた。(7)c江はaの文字は含むが,eの文字は含まないため,サ
イレントeのルールは適用されない英単語であった。選択肢には,キャットとヶィ トを準
備し,サイレントeのルールが適用されない読み方をする英単語であることを,児童に見
抜かせるための設間であった。第4時において,フラッシ'ュカー ドで慣れ親しんだ新出の
英単語は,全てサイレントeのルールが適用される英単語であり,サイレントeのルール
が適用されない英単語に関しての指導はなかった。これより,指導の過程で,サィレント
eのルールが適用されない英単語も取り上げ,ルー ルが適用されない英単語と適用される
英単語の違いについての気づきを与える場面も設ける必要があったと考えられる。
第2項 英語学習に対する関心・意欲
ここでは,(1)第4時の活動に関すること,(2)外国語活動全般に関すること,(3)質
問紙調査で否定的な回答をした児童Aに関することの3点について考察する。
(1)第4時の活動
質問紙調査の結果から判断できることは,概ね全ての児童が楽しく授業を受けることが
できた実践であったことにカロえて,児童はゲーム性を含む活動に最も楽しさを感じるとい
うことである。第4時を受けての,英語学習に対する関心 。意欲は,間2の結果より第 4
時の授業が楽しかったかといぅ設間に対して,授業を受けた25名中の24名の児童が「そ
う思う」を選び,1名が「少しそう思う」を選択した。これは,授業を受けた25名全員が
肯定的な回答をしたと言える。これより,学習指導要領で強調されている,楽しく外国語
を学ぶという点においては概ね達成できたことが言える。また,第4時の中で,児童らが
楽しく取り組めた活動として,最も多く選んだ活動は「ビンゴゲームに取り組むこと」で
あつた。これより外国語活動の授業の中に,ゲー ム要素を含んだ活動を取り入れることは,
児童を学習に楽しく取り組ませる上で,有効な手段であることが明らかとなった。
28
(2)外国語活動全般
英語学習全般について明らかになったことは,概ね全ての児童が英語を学ぶことを楽し
いと感じていることである。また,英語学習の内容では,「英語を書くこと」,「外国につい
て知ること」への興味 。関心が高いということである。問5の結果では英語をもっと読ん
でみたいかを問う設間に対して,1名を除いて24名が「そう思う。少しそう思う」という
肯定的な回答であった。「話す 。聞く」に対して難易度が高いとされる「読む」ことである
が,第4時の読む活動を通して,難易度の高い学習に対しても積極的な態度を示したので
はないかと考えられる。問 1の結果より,児童の 96%の児童が英語の学習は,楽しいかと
いう設間に対して「楽しく思う」という肯定的な意見を示していることから,概ね全ての
児童が英語を学ぶことに対し,楽しいと感じており,前向きであるという判断ができる。
問6の結果からは,児童が勉強してみたい内容の上位 3項目は「英語を書くこと」「外国に
ついて知ること」「英語を読むこと」であるという結果になった。この結果から,推察され
ることは,児童はまだ経験が少ない,もしくは,経験の無い活動に取り組んでみたいとい
う思いが強いということである。児童は,前学期に学級担任と共に,英語を「聞く。話す」
という音声中心の活動を経験している。また,本研究の実践を通しても英語を「聞く。話
す」という音声中心の活動を経験した。 しかし,「読む 。書く」といぅ経験は無い。第 4
時のビンゴゲームの準備である,九つのマスに英単語が書かれたシールを貼る際に,「先生,
英語をシールじゃなく自分で書いてもいいですか?」 と質問をした児童がいた。振り返り
シー トや質問紙を記入する際には,「自分の名前を英語で書いてみたい。」とぃぅ児童が多
数いた。これらの質問紙の結果と授業中の児童の様子から,児童の新しいことを学びたい
という思いをもつていることが言える。学習指導要領にも述べられているように,児童の
発達の段階を考慮すると,文字指導を含む「読む 。書く」の指導は,児童にとって,学習
の負担が大きいかもしれない。 しかし,児童が,学びたいと感じている「読む・書く」の
指導も含めた,学習の欲求を満たす指導の充実が必要になると考える。
(3)質問紙で否定的な回答をした児童A
児童Aについて推察できることは,英語に対する学習意欲自体が高くない,もしくは,
第4時の後に英語の学習意欲に影響を与える出来事が起きたといぅことでぁる。児童Aは,
問 1・5「英語をもつと読んでみたいかですか ?」「英語を勉強することは楽しいですか?」
という設間に対して,共に「あまりそう思わない」と回答した。しかし,児童Aの第4時
でのワークシー トの本時の感想欄には,第4時の授業に対しての肯定的な意見を記述して
いた。図4-9は,児童Aが,記述した本時のワークシー トである。本時の感想欄 (4-a)
には「今日は,おもしろかったし読むことも勉強できたのでよかったと思います」とぃぅ
感想を記入していた。また,ビンゴゲームにおいても,複数のビンゴを獲得している(4-b)。
このワークシー トから読み取れることは,児童Aが,楽しく授業に取り組み,英語を学ぶ
こと対しても肯定的な意見を持っているということである。本研究では,明らかにできな
いが,英語に対して苦手意識をもっており,英語の学習が嫌いなのか,第4時を受けた後
に,他の児童との間で児童Aの学習に影響を与える出来事があったのかもしれない。今後
は, このような児童に指導をする際は,英語を勉強することをあまり楽しいと思わない理
由を明確にする,また,授業中の様子を観察しつつ,個別の指導を検討する必要があると
考える。
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図4-9 児童Aのワークシー トの様子
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第V章 総合考察
本研究の目的は,児童の活動の意欲を高めたフォニックス指導の授業を開発・実践し,
その効果を検証することであった。授業化にあたり,先行研究より導き出した,二つの授
業化の指針に還元して授業の効果を検証するとともに,今後の研究の方向性を述べ,総合
考察とする。
第 1節 三つの指針による授業の成果
[授業化の指針 1]児童に馴染みある英語を扱つた指導
一つ目の授業化の指針は,英語の学習経験が少ない児童らに対して「児童に馴染みある
英語を扱った指導」であった。本研究では,児童に剛1染みのある英語を扱うことが,児童
の英語を読むことへのハー ドルを下げ,英語を発音する意欲を高めるために効果的であっ
たと推察できる。
図4-2・3で知識・理解の自己評価が高く,人つ全ての英単語において正答率が高かった
要因は,二つの授業化の指針全てに関連していると考えられるが, このうち第 1の要因と
なるのが,授業化の指針 1「児童に馴染みある英語を扱つた指導」によるものであると考
えられる。図4-8においては,英語を「読み」「書き」することに意欲を示している児童が
多く,児童にとって,第4時で扱った英単語が無理のない難しさであり,児童は「読み」
「書き」への意欲を高める結果につながったのではないかと考える。
また,それが具体的に児童の様子に現れている授業中の場面は,第4時の導入場面とフ
ラッシュカー ドで新出英単語に慣れ親じむ活動であった。フラッシュカー ドで新出英単語
に剛1れ親じむ活動で,児童が,すでに知っている英単語を,進んで発音している場面の児
童と教師の発話の記録を示したものが表5-1である。
表5-1 既知の英単語を進んで発音している場面の児童と教師の発話記録
次は。(フラッシュカー ドを児童に見せる。)これ何やろ?①
(口々に)デイト。②
(全員で一斉に)デイ ト。
そうしたら次,これは?(フラッシュカードを児童に見せる。)③
(口々に)ネイム。④
(全員で一斉に)ネイム。
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導入場面で扱った英語は,「c江,h江,galne,sde」であり,昨年度の実習やインターンシッ
プを通して,学外で英語を習つていない数名の児童でも読みを知っているということを確
認した英単語であった。授業の導入場面で,これらのフラッシュカードを提示すると,一
日見て,日々 にそれらの英単語を発音している児童が多数いた。また,フラッシュカード
で新出英単語に慣れ親しむ活動においても,扱う英単語に「name,cake,wave,dae」等の児
童にとって馴染みのある英単語が多く含まれていた。表5-1の発話では,「次は。(フラッ
シュカー ドを児童に見せる。)これ何やろ?」①と教師がフラッシュカードを児童に示すと,
児童は,「ディト (口々に)」 ②と,全員で読みを確認する前に,自ら発音する場面が見ら
れた。また,教師の「そうしたら次,これは?(フラッシュカー ドを児童に見せる)」 ③と
いう問いかけに対して,多くの児童が,「ネイム (日々に)」 ④と,英単語を進んで発音し
ていた。このように,児童にとって剛1染みのある英語を扱った指導により,児童が積極的
に英語を発音する様子が見られた。
これら質問紙の結果。授業の様子から,児童にとって馴染みのある英語を扱った指導は,
児童の英語を読むことに対するハー ドルを下げ,英語を発音する意欲を高めるという点で
一定の効果があったと考えられる。
[授業化の指針2]学びあるゲーム要素を含んだ活動
授業化の指針2は,児童が,意欲的に活動に取り組みながら,サィレントeのルールを
学ぶことを期待し,先行研究から導き出した「学びあるゲーム要素を含んだ活動」をフォ
ニックス指導に取り入れることであった。以下に示すように,授業後の質問紙と児童の授
業中の様子から,学びあるゲーム要素を含む活動は,児童の活動意欲を高めたと同時に,
ただ楽しいだけではなく,サィレントeのルールについての知識 。理解を伴ったものであ
つたと考えられる。
活動に対する意欲面に関しては,前章の図4-5に示されているように,問3「どんなこ
とが楽しかったか,思いつくもの全てに○をつけてくださぃ」において,最も多く選ばれ
たのは「ビンゴゲーム」であり,88%の児童によって選択された。この結果から,児童は楽
しみながら,熱中してビンゴゲームに取り組んだことが読み取れる。また,授業において,
積極的に発表し熱中してビンゴゲームに取り組む児童の姿が見られた。
サイレントeの知識・理解に関しては,図4-2・3で,知識 。理解面で効果があった第2
の要因として,指金+2も機能していると考えられる。図4-2では,間4「マジックeのル
ールはよくわかりましたか」の設間において,80%以上の児童が「そう思う」を選択した。
また,問7「次の英語の正しいと思う読みの番号一つに○をつけてくださぃ」で,読みを
確認した,人つの英単語全てにおいて,80%以上の正答率であったことから,児童は,概ね
サイレントeのルールについて正しい知識 。理解を獲得したことが読み取れる。
また,図5-1は授業中のワークシー トの感想欄の記述内容を示したものである。図 5-1
の児童の「あたらしい英語の読み方もわかったし, ビンゴもできたから楽しかったです」
0,「ビンゴゲームが,一番面白かつたです。マジックeが,いっぱいあると分かりまし
た」(b),「単語でビンゴゲームをやっておぼえながらあそんだのでたのしかった」(c)とい
う記述内容から,サイレントeのルールを学びながら,ビンゴゲームに意欲的に取り組ん
だということが読み取れる。何度も発音したり,書いたりする, トレー ニング要素の強い
フオニックス指導に,ゲー ム要素を取り入れたことで,児童が楽しく意欲的に活動に取り
組む姿を引き出し,児童のサイレントeの知識・理解にもつながったと考えられ,授業化
の指針2は効果的であったと考えられる。
図5-1 サィレントeとビンゴゲームの記述が見られた児童らのワークシー ト
[授業化の指針3]文字化と視党化による相補的な支援
授業化の指針3として,先行研究から導き出したのは,英語を読む際に児童にサイレン
トeのルールを想起させる手がかりとなることを期待した,「文字化と視覚化による相補的
な支援」であった。本研究においては,絵と英語の文字をセットにすることに加えて,サ
イレントeのルールが適用される英単語のフラッシュカードには,aとeの文字を赤色に
変更し,その他の文字は黒色のまま記載するという工夫を付け加えた。
前章の質問紙調査の結果から,図4-203で知識・理解の自己評価が高く,人つ全ての英
単語において正答率が高かった第3の要因として,指針 3「文字化と視覚化による相補的
な支援」が考えられる。さらに,図4-5でマジックeのルールを知ることが楽しいと感じ
る児童が半数以上であった。この結果も指針3が一因となっていると推察できる。
その効果の表れとして,第4時のフラッシュカードで新出英単語に慣れ親しむ活動の場
面では,授業化の指針3に基づいた教具を用いたことで,文字に着日しサイレントeのル
ールに気づく児童の姿が見られた。表5-2は,児童が,フラッシュカードの英語の文字に
着目し,その気づきを発言した場面における,教師と児童の発話の記録である。
表5-2 児童Bのフラッシュカー ドからの気づきについての場面の発話記録
児童Bは,第4時にフラッシュカードで新出英単語に慣れ親じむ活動で,全ての英単語
を確認した直後に,黒板に掲示されたフラッシュカードを指差しながら何かを呟く姿①が
見られた。普段の授業においては,授業内容とは関係の無い発言も見られる児童Bであっ
たが,この場面ではフラシュカー ドを指差しながらの発言であったため,教師が,「はい。
児童Bさん, どうしましたか」②と尋ねると,「全部,最後にeがついてて」③「で,真
ん中のところにaが入ってる」④という気づきをクラス全体に提供した。これより,児童
Bは授業の導入の,サイレントcについて話し合う活動では,サィレントeのルールを十
分に理解できていなかったが,フラッシュカードの英語の文字を観察することで,サィレ
ントeのルールを理解し,表5-2の③④の発言に至ったことが推察できる。さらに,もう
1点,注目すべき場面は,教師と児童Bの後に,児童Bと教師のやりとりを聞いていた児
童らが,「そっか」,「そうや」⑤と児童Bの発話に共感していたことである。児童Bの気
づきが,他の児童の学びを深めた場面でもあったと読み取れる。よって,「絵と英語のセッ
ト+a,cの文字の色を変える」という教具作りは,英語の読みを児童に想起させるだけで
はなく,サィレントeのルール理解を補ったという点で,効果があったと言える。
時間 発話者 発話内容 (動作等)
14' 50"児童 Bl 黒板のフラッシュカードを指差しながら何かを呟く。①
14' 52''教師 1 はい。児童Bさん,どうしましたか?②
14' 54"児童 B2 え。全部最後にeがついてて。③
56" 教師 2 うん, うん。
14' 58"児童 B3 で,真ん中のところにaが入つてる。④
15' 00"児童 (数名の児童が日々 に)そっか。そうゃ。⑤
02" 教師 3 お,その通り,よく気づいたね。今日やるのはマジックeでどの単語にも最後に。
全児童 1
教師 4 その前に。
全児童 2 ?。
?
教師 5 この時にaは「ア」ではなく
15' 22"全児童 3 「ェィ」
15' 23"教師 6 と読んで。このeは?
読まない。
読まへん。
読まないね。
全児童 4
児童B4
15' 30''教師 7
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第2節 今後の展望
本研究では,現行の学習指導要領において,外国語活動の授業を教科 。領域として定め
られていない小学校第4学年にて実施した。しかし,2020年度より実施が予定されている,
次期学習指導要領では,現在,小学校第 5・6学年で実施されている外国語活動の内容が,
小学校第304学年に領域の「外国語活動」として導入され,小学校第 5・6学年では教科
の「外国語科」としての導入が予定されている。外国語科においては,外国語活動のよう
に「聞く」,「話す」だけではなく,「読む」,「書く」も指導の内容に含まれる予定である。
そこで,本研究より得た知見である,「児童に馴染みある英語を扱った指導」。「学びあるゲ
ーム要素を含んだ活動」◆「文字化と視覚化による相補的な支援」を生かし,「読む」,「書く」
の指導の実践を積んでいきたい。その際,小学校第506学年児童の発達の段階は抽象的な
思考力が育まれる時期であるという点も考慮した上で,フォニックス指導の実践を行う必
要があると考える。
本研究においては,フォニックス指導を通して「読み」の指導につなげる授業に留まっ
たが,今後は「児童に馴染みある英語を扱つた指導」。「学びあるゲーム要素を含んだ活動」・
「文字化と視覚化による相補的な支援」を援用した「書く」ことの指導を含む授業の開発・
実践につなげたい。また,現在,問題とされている英語教育の小中ギャップが,小学校の
中学年と高学年の間で起きる可能性も否定できない。月、学校中学年の外国語活動と,高学
年の外国語科のギャップを生み出さないために,本研究で得た知見を生かし,外国語活動
の指導法を工夫し,実践を重ねていくことが今後の課題である。
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資料1 第4時の学習指導案 (略案)
第4学年 1組外国語活動指導案
藤原健太郎
本時案
1.活動名 第4学年 「英語のルールを知って,英語を読もう !」
2.目標
。英単語を積極的に読もうとしている。
・サイレントeのルールを知り, ビンゴゲームに取り組もうとしている。
3.本時の展開
教 師 の 支 援
Orecting
英語であいさつをする。
・全員
教師の質問に答える。
5αle′Came
3 めあてを確認する。
4 Ac†ivity l
Oサイレントeのルールに慣れ親しむ。
・OaOeのルールに慣れ親しむ。
・サイレントcが使われている英単語を
発音する。
・キーワー ドゲームに取り組む。
OHi′fttendsに出ている英単語
。name′cake′game′sale′face
OHi′fttendsにはない英単語
。lake′race′†ape′make′ga†e′
。全員で繰 り返し発音することで,英語に
慣れ親しませる。
・意図的に「サレ」「ガメ」と読んでみせ,
児童に間違いを指摘させる。
・間違いに気づかせることで,英語の綴り
に注目させる。
・めあてを音読させる。
・Ac†市ity 2に取り組めるように,何度も
繰り返し発音させる。
・haveはルールに合致しないため,児童の
意見として出た時は読み方を教える。
・児童が英単語に慣れ親しみやすいよう,
英単語の綴 りと絵が載ったフラッシュ
カー ドを黒板に掲示する。
ルールを知って,英語をよもう !
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da†e′wave
5 Ac†ivi†y2
0ビンゴゲームをする。
。ビンゴゲームのワークシー トを配布す
る。
・英単語の書いたシールを配布する。
・机間指導をしながら,英語が苦手な児童
には個別に対応する。
lake face cake
dale sale wave
make†ape game
。本日,慣れ親しんだ 12個の英単語から
9つ好きな単語を選び,マスを埋める。
。1人ずつ英単語が書いてあるカー ドを
引き単語を発音し,クラスに知らせる。
全員で発音する。
・引き当てられた単語を書いていた場合
はそのマスに記しをつける。
・ リー チになった児童は起立する。
6 ふりかえりをする。
。本時の活動を通しての気づきや感想を発
表させる。
・ワークシー トに気づきと感想を書かせ
る。
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資料2 第4時のワークシー ト
Hloppγ薔織glish
溢 =― 難e
～マジック
「今霞の英藩」:マジック蓼
cakt(ケイク)
・等c(>の時、3を
'7]ではなく『エイゞと験なな
。|まままない。
「今爾の単語」
oを使つてピンゴゲームをしよう1～
縫織む
cttkt
撃
sale
は 3
撻 鍵
↑O蓼象
datと
鸞電
foce
9C'3
ゲーム :
ゲーム2
今日の感懇
を書こう !
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資料3 第4時の質問紙調査で使用した質問紙
アンケー ト
4年 1組  番  名前 (
0本日の英語の授業をうけてみて,下のしつ間の当てはまる番号に○をしてください。
問1.英語を勉強することは楽しいですか?
1.そう思う 2.少しそう思う 3.あまりそう思わない 4.そう思わない
問2.今日の英語の授業には楽しく取り組めましたか?
1.そう思う 2.少しそう思う 3.あまりそう思わない 4.そう思わない
問3.どんなことが楽しかったのか,思いつくもの全てに○をつけてください。
1.英語を話すこと
2.英語を聞くこと
3.ビンゴゲームに取り組むこと
4.英語(マジツクe)のルールを知ること
5.友だちと英語を使って交流すること
問4.マジックeのルールはよくわかりましたか?
1。そう思う 2.少しそう思う 3.あまりそう思わない 4.そう思わない
問5.もっと英語を読んでみたいですか?
1。そう思う 2.少しそう思う 3.あまりそう思わない 4.そう思わない
間6.英語の授業でもっと勉強してみたいことは何ですか?思いつくもの全て  に○を
つけてください。
1.英語を書くこと
2.英語を読むこと
3.英語を話すこと
4.英語を聞くこと
5.外国のことについて知ること
―うらに続く―
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間7.次の英語の正しいと思う読みの番号1つに○をつけてください。
・ (1)lake l.ラケ 2.レイク      ・ (5)gate l.ゲィト 2.ガテ
・ (2)make l.マケ 2.メイク     ロ(6)tape l.タベ 2.ティプ
・ (3)face l.フェィス 2.ファセ    ・ (7)cat l.キャット 2.ケィト
・ (4)sale l.サレ 2.セィル     ・ (8)name l.ネイム 2.ナメ
答え方の例
思
=
ありがとうございました。
藤原健太郎
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